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■ 電車でご来館の場合
　 ＪＲ東北本線をご利用の場合
　 国府多賀城駅 隣り
　 （仙台駅から 14 分）
　 ＪＲ仙石線をご利用の場合
　 多賀城駅下車 ⇒ 徒歩約 25 分
　 又は ⇒ タクシーで約 10 分
　 ※仙台方面からＪＲをご利用の場合、
　　 東北本線（国府多賀城駅）のご利用が便利です。

■ お車でご来館の場合
　 三陸自動車道をご利用の場合
　 多賀城ＩＣから約 5分
　 国道 4号線苦竹インターから
　 国道 45号線を塩釡方向に 8km（約25分）
　 ※無料駐車場（普通車191台・大型バス10台）あり

　　▲  交通事情により異なることがあります ▲
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ご希望により対応しますので、
事前に東北文化研究センターへお申込みください。
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東北学院大学工学部

城南小●文

浮島収蔵庫
（旧東北歴史資料館）

●多賀城市文化センター

●多賀城廃寺跡

●仙台港フェリーターミナル●夢メッセみやぎ

◎多賀城市役所

●モリリン加瀬沼公園
●多賀城跡
●多賀城碑
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八幡交差点
（東北歴史博物館への案内標識あり）

洞ノ口
交差点

東北歴史博物館　http://www.thm.pref.miyagi.jp/
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　継続的な少子高齢化の進行と若年人口の流出に伴い、東北地方の農山漁村では、極度の過疎化がすすみ廃
村の危機に直面している集落も現れています。一方、地方都市の外縁部に広がりつつあるニュータウンや、
東日本大震災の復興事業による集団移転など新たな集落形成・再編の動きも加速しています。
　人々が流動化し、近世以来引き継がれてきたような集落基盤の維持が困難になりつつあるポスト過疎化時代。
今、東北地方では「集落」として人々がひとところに集い暮らすことの意味、あるいは＜集住＞のあり方が
強く問われています。
　東北芸術工科大学東北文化研究センターでは 2012 年（平成 24 年）度より文部科学省私立大学戦略的研
究基盤形成支援事業の採択を受け、東北地方の歴史文化に関する動態的研究に基づき次世代型集落の形成理
念構築を目指す研究プロジェクト「環境動態を視点とした地域社会と集落形成に関する総合的研究」に着手
してきました。
　それは例えば、遥か縄文時代、私たちの祖先は気候変動のなかどのように集住形態を変え暮らしを営んで
きたのか。あるいは岩手県一関市厳美町本寺地区のように中世から現代に至るまで「集落」を変えずに、支
えてきたものは何か。なぜ人々はひとところに集い暮らしてきたのか。また、三陸沿岸集落を形作ってきた
人々の論理とはなにか。具体的な集落の変遷から、ともに集い住むことの意味や集落の機能について探って
きました。
　本シンポジウムでは考古学・歴史学・民俗学的見地から、これら東北地方での人々の＜集住＞のあり方に
ついて見直します。そしてパネルディスカッションでは、これからの集落のあり方や、地方再生の課題につ
いて市民の皆さまと一緒に考えたいと思います。多数のご来場をお待ちしています。

うちやま　 たかし

内山  節  氏
哲学者。特定非営利活動法人「森づく
りフォーラム」代表理事。1970年代
から東京と群馬県上野村を往復する生
活を営む。自ら畑を耕し農村で暮らす
なかで自然と労働の思想を問い続けて
きた。主な著書に『森にかよう道―知
床から屋久島まで』（新潮選書、1994

年）、『文明の災禍 』（新潮新書、2011 年）、『新・幸福論―「近
現代」の次に来るもの』（新潮選書、2013年）、『内山節著作集』（全
15 巻、農山漁村文化協会、2016 年完結）など。

  き と う     しゅういち

鬼頭  秀一  氏
環境倫理学者。星槎大学教授。東京
大学名誉教授。生物多様性・自然再
生の理念構築や「農」の哲学の構築
など、フィールドワーク ( 社会学的
調査 ) を踏まえて、広く「環境」に
かかわる理念に関する研究をおこ
なっている。主な著書に『自然保護

を問いなおす―環境倫理とネットワーク』（筑摩書房、1996 年）、
『環境倫理学』（共編、東京大学出版会、2009 年）など。
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